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地域の児童が農作業を体験
第28回
通常総代会開催



　
Ｊ
Ａ
は
、
５
月
25
日
の
第
28
回
通
常
総

代
会
終
了
後
に
退
任
し
た
、
永
野
照
雄
前

代
表
理
事
常
務
と
、
木
佐
貫
幸
伸
前
常
勤

監
事
の
退
任
式
を
開
き
ま
し
た
。
永
野
常

務
、
木
佐
貫
監
事
が
役
職
員
へ
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
福
吉
組
合
長
が
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

ୀ೚されͨӬ໺લ常務（खલ右）と໦ࠤ؏લ常ࣄ؂ۈ（右͔ら �൪໨）

　５月25日、第28回通常総代会において新役員が選任されました。また、同日の理事会及び監事
会において常勤役員が選任されました。今後ともよろしくお願いいたします。

通常総代会開催

　
５
月
��
日
、
指
宿
市
の
指
宿
市
民
会
館
で
第
��

回
通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
人
出

席
者
と
委
任
状
��
人
、
議
決
権
行
使
書
面
３
５
８

人
の
計
４
３
７
人
が
参
加
。
２
０
２
０
年
度
事
業

報
告
や
役
員
選
任
議
案
な
ど
、
５
つ
の
議
案
全
て

が
承
認
さ
れ
、
��
人
の
理
事
と
７
人
の
監
事
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
会
終
了
後
の
理
事
会
及
び

監
事
会
で
は
、
福
吉
秀
一
代
表
理
事
組
合
長
（
��
）

が
再
任
さ
れ
、
中
川
路
慎
代
表
理
事
常
務
（
��
）、

濵
﨑
正
人
常
務
理
事
（
��
）、
窪
田
茂
穂
常
勤
監
事

（
��
）
が
新
任
常
勤
役
員
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
福
吉
組
合
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の

問
題
で
、
地
域
農
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今

後
も
地
域
農
業
を
全
力
で
守
り
、
信
頼
さ
れ
る
Ｊ

Ａ
を
目
指
し
た
い
。」
と
参
加
者
へ
挨
拶
し
ま
し
た
。

ɹ͜ͷ౓໾һΛୀ೚͍ͤͯͨͩ͘͞ࣄͱͳΓ·
ͨ͠ɻ૊߹һͷօ༷ʹ͜Ε·Ͱ͝ࢦಋɾ͝ڠ
ྗ௖͖·͠ ਃ্͛͠·͢ɻँײʹࣄͨ

新体制について

退任者について

福　吉　秀　一
中川路　　　慎
濵　﨑　正　人
上　篭　慶　利
仮屋﨑　義　弘
髙　﨑　知　一
水　迫　智　弘
田　中　喜　巳
西　元　弘　行
岡　元　和　人
福　里　　　彰
東　川　勝　広
滝　下　真弥子

吉　﨑　久　男
伊瀬知　省　一
田　中　　　司
永　吉　ゆりか
末　吉　清　子
桃　木　重　隆
濵　薗　　　徹
栫　山　俊　孝
石　坂　照　義
下　川　良　二
新　保　健　一
窪　田　茂　穂

管理・経済担当　学経理事
信用・共済担当　学経理事

代表理事組合長
代表理事常務
常 務 理 事
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

代表監事

員外監事
学経監事

理 事
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃
〃
〃
〃

常 勤 監 事

୲౰ͦのଞ໾ɹ৬ɹ໊ ɹɹɹ໊ࢯ ୲౰ͦのଞ໾ɹ৬ɹ໊ ɹɹɹ໊ࢯ

永　野　照　雄
上川床　義　一
大　薗　義　人
本　田　義　昭
堀之内　修　文

代表理事常務
理 事

〃
〃
〃

໾ɹ৬ɹ໊ ɹɹɹ໊ࢯ
田　原　良　二
横　峯　明　人
上　野　虎　德
上　坪　孝　志
木佐貫　幸　伸

理 事
監 事

〃
〃

常 勤 監 事

໾ɹ৬ɹ໊ ɹɹɹ໊ࢯ

第28回ＪＡいぶすき新任理事・監事の紹介

Ｊ
Ａ
を
支
え
た

常
勤
役
員
を
見
送
る

下川　良二
（開聞地区）

員外監事
新保　健一

濵薗　徹
（喜入地区）

監 　 事

田中　喜巳
（指宿地区）

福里　彰
（山川地区）

仮屋﨑　義弘
（喜入地区）

滝下　真弥子
（開聞地区）

田中　司
（頴娃地区）

東川　勝広
（開聞地区）

理 　 事

桃木　重隆
（山川地区）

代表監事

常務理事
濵﨑　正人

常勤監事
窪田　茂穂

代表理事常務
中川路　慎

常勤役員

౤ථの様子 ࣭ٙʹճ౴する෱٢૊߹長

JA MAGAZINE NANOHANA

2



　
Ｊ
Ａ
は
、
５
月
25
日
の
第
28
回
通
常
総

代
会
終
了
後
に
退
任
し
た
、
永
野
照
雄
前

代
表
理
事
常
務
と
、
木
佐
貫
幸
伸
前
常
勤

監
事
の
退
任
式
を
開
き
ま
し
た
。
永
野
常

務
、
木
佐
貫
監
事
が
役
職
員
へ
挨
拶
を

行
っ
た
後
、
福
吉
組
合
長
が
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

ୀ೚されͨӬ໺લ常務（खલ右）と໦ࠤ؏લ常ࣄ؂ۈ（右͔ら �൪໨）

　５月25日、第28回通常総代会において新役員が選任されました。また、同日の理事会及び監事
会において常勤役員が選任されました。今後ともよろしくお願いいたします。

通常総代会開催

　
５
月
��
日
、
指
宿
市
の
指
宿
市
民
会
館
で
第
��

回
通
常
総
代
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
人
出

席
者
と
委
任
状
��
人
、
議
決
権
行
使
書
面
３
５
８

人
の
計
４
３
７
人
が
参
加
。
２
０
２
０
年
度
事
業

報
告
や
役
員
選
任
議
案
な
ど
、
５
つ
の
議
案
全
て

が
承
認
さ
れ
、
��
人
の
理
事
と
７
人
の
監
事
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
総
代
会
終
了
後
の
理
事
会
及
び

監
事
会
で
は
、
福
吉
秀
一
代
表
理
事
組
合
長
（
��
）

が
再
任
さ
れ
、
中
川
路
慎
代
表
理
事
常
務
（
��
）、

濵
﨑
正
人
常
務
理
事
（
��
）、
窪
田
茂
穂
常
勤
監
事

（
��
）
が
新
任
常
勤
役
員
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
福
吉
組
合
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の

問
題
で
、
地
域
農
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今

後
も
地
域
農
業
を
全
力
で
守
り
、
信
頼
さ
れ
る
Ｊ

Ａ
を
目
指
し
た
い
。」
と
参
加
者
へ
挨
拶
し
ま
し
た
。

ɹ͜ͷ౓໾һΛୀ೚͍ͤͯͨͩ͘͞ࣄͱͳΓ·
ͨ͠ɻ૊߹һͷօ༷ʹ͜Ε·Ͱ͝ࢦಋɾ͝ڠ
ྗ௖͖·͠ ਃ্͛͠·͢ɻँײʹࣄͨ

新体制について

退任者について

福　吉　秀　一
中川路　　　慎
濵　﨑　正　人
上　篭　慶　利
仮屋﨑　義　弘
髙　﨑　知　一
水　迫　智　弘
田　中　喜　巳
西　元　弘　行
岡　元　和　人
福　里　　　彰
東　川　勝　広
滝　下　真弥子

吉　﨑　久　男
伊瀬知　省　一
田　中　　　司
永　吉　ゆりか
末　吉　清　子
桃　木　重　隆
濵　薗　　　徹
栫　山　俊　孝
石　坂　照　義
下　川　良　二
新　保　健　一
窪　田　茂　穂

管理・経済担当　学経理事
信用・共済担当　学経理事

代表理事組合長
代表理事常務
常 務 理 事
理 事

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

代表監事

員外監事
学経監事

理 事
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃
〃
〃
〃

常 勤 監 事

୲౰ͦのଞ໾ɹ৬ɹ໊ ɹɹɹ໊ࢯ ୲౰ͦのଞ໾ɹ৬ɹ໊ ɹɹɹ໊ࢯ

永　野　照　雄
上川床　義　一
大　薗　義　人
本　田　義　昭
堀之内　修　文

代表理事常務
理 事

〃
〃
〃

໾ɹ৬ɹ໊ ɹɹɹ໊ࢯ
田　原　良　二
横　峯　明　人
上　野　虎　德
上　坪　孝　志
木佐貫　幸　伸

理 事
監 事

〃
〃

常 勤 監 事

໾ɹ৬ɹ໊ ɹɹɹ໊ࢯ

第28回ＪＡいぶすき新任理事・監事の紹介

Ｊ
Ａ
を
支
え
た

常
勤
役
員
を
見
送
る

下川　良二
（開聞地区）

員外監事
新保　健一

濵薗　徹
（喜入地区）

監 　 事

田中　喜巳
（指宿地区）

福里　彰
（山川地区）

仮屋﨑　義弘
（喜入地区）

滝下　真弥子
（開聞地区）

田中　司
（頴娃地区）

東川　勝広
（開聞地区）

理 　 事

桃木　重隆
（山川地区）

代表監事

常務理事
濵﨑　正人

常勤監事
窪田　茂穂

代表理事常務
中川路　慎

常勤役員

౤ථの様子 ࣭ٙʹճ౴する෱٢૊߹長

JA MAGAZINE NANOHANA

3



IBSUKI NEWS

色
つ
や
味
良
し

「
え
い
も
ち
ゃ
ん
」出
番

Ａ
え
い
さ
つ
ま
い
も
専
門
部
は
５

月
26
日
、
釜
蓋
神
社
で
２
０
２
１

年
度
産
青
果
用
サ
ツ
マ
イ
モ
「
え
い
も
ち
ゃ

ん
（
紅
さ
つ
ま
）」
の
初
出
荷
に
向
け
た
、

奉
納
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。
専
門
部
役
員
と

Ｊ
Ａ
役
員
合
わ
せ
て
５
人
が
、
初
収
穫
の
え

い
も
ち
ゃ
ん
を
奉
納
し
て
豊
作
と
農
作
業
の

安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
尾
曲
宰
専
門
部
会

長
は
「
生
産
者
が
高
品
質
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を

出
荷
し
て
い
る
の
で
、
関
係
機
関
と
協
力
し

て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
21
年
度
、
青
果
用
サ
ツ
マ
イ

モ
を
約
73
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
栽
培
し
、
共
販
量

１
、
４
５
０
ト
ン
の
販
売
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
大
阪
・
名
古
屋
方
面
を
中
心
に
５
月
30

日
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

Ｊ

春
カ
ボ
チ
ャ

目
揃
え
で
呼
び
か
け

Ａ
い
ぶ
す
き
野
菜
部
会
山
川
か
ぼ

ち
ゃ
部
会
は
５
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
カ

ボ
チ
ャ
選
果
場
で
２
０
２
１
年
度
産
春
カ
ボ

チ
ャ
の
出
荷
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産

者
や
関
係
機
関
な
ど
約
90
人
が
参
加
。
Ｊ
Ａ

と
県
南
薩
地
域
振
興
局
が
今
年
の
生
育
状
況

や
管
理
の
注
意
点
を
説
明
し
、
生
産
者
が
出

荷
し
た
カ
ボ
チ
ャ
を
並
べ
て
出
荷
基
準
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
県
経
済
連
が
、
春

カ
ボ
チ
ャ
の
価
格
推
移
や
市
場
動
向
を
生
産

者
に
説
明
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
21
年
度
、
共
販
面
積
約
92
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
共
販
量
１
、
３
２
５
ト
ン
、
共

販
金
額
２
億
９
、
０
４
２
万
円
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

Ｊ

甘
酸
っ
ぱ
い

い
ぶ
す
き
プ
ラ
ム
が
出
番

宿
市
内
で
、
６
月
２
日
か
ら
２
０

２
１
年
度
産
プ
ラ
ム
の
出
荷
が
続

き
ま
し
た
。
生
産
者
が
コ
ン
テ
ナ
い
っ
ぱ
い

に
プ
ラ
ム
を
積
み
込
み
、
東
部
経
済
課
の
Ｊ

Ａ
集
荷
場
に
持
ち
込
み
ま
し
た
。

　

プ
ラ
ム
は
甘
酸
っ
ぱ
い
味
と
香
り
、
濃
紫

の
果
色
が
特
徴
で
す
。
青
果
用
は
県
内
に
、

ジ
ュ
ー
ス
の
原
料
な
ど
に
使
う
加
工
用
は
熊

本
県
な
ど
に
出
荷
し
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
は
行
政

と
協
力
し
て
栽
培
講
習
会
な
ど
を
開
き
、
よ

り
高
品
質
な
プ
ラ
ム
を
栽
培
で
き
る
よ
う
、

生
産
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
６
月
中
旬
か
ら
開
聞
・
え

い
地
区
で
出
荷
が
始
ま
り
、
６
月
末
ま
で
続

き
ま
し
た
。

指

豊作を祈願する尾曲部会長

カボチャを見比べる参加者

選果されるプラム
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露
地
オ
ク
ラ
の

出
荷
準
備
進
む

Ａ
管
内
で
、
２
０
２
１
年
度
産
露

地
オ
ク
ラ
の
出
荷
に
向
け
た
準
備

が
進
み
ま
し
た
。
喜
入
地
区
で
は
５
月
18
日

と
19
日
に
現
地
検
討
会
を
開
き
、
山
川
地
区

で
は
６
月
３
日
、
出
荷
前
の
オ
ク
ラ
を
並
べ

て
目
揃
え
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者
や
行

政
、
Ｊ
Ａ
な
ど
が
集
ま
り
、
今
年
度
産
の
品

質
や
栽
培
管
理
で
注
意
す
べ
き
点
、
出
荷
規

格
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ｊ

「
緑
」で
ス
ト
レ
ス
解
消・

小
学
校
に
観
葉
植
物
を
贈
呈

Ａ
は
５
月
中
旬
、
Ｊ
Ａ
管
内
の
小

学
校
21
校
に
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
観

葉
植
物
部
会
の
部
会
員
が
大
切
に
育
て
た
観

葉
植
物
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
18
日
に
は
中
川

路
常
務
が
柳
田
小
学
校
を
訪
れ
、
若
松
新
一

郎
校
長
に
ア
レ
カ
ヤ
シ
と
サ
ン
ス
ベ
リ
ア
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

観
葉
植
物
の
贈
呈
は
地
域
活
性
化
活
動
の

一
環
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
葉
植
物
農

家
の
販
売
支
援
や
、
児
童
ら
の
ス
ト
レ
ス

解
消
が
目
的
で
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
共
済
が
毎

年
主
催
す
る
「
Ｊ
Ａ
共
済
書
道
・
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
お
礼
品
と
し
て
贈
呈
し
ま

し
た
。

Ｊ

開
聞
小
児
童
が

サ
ツ
マ
イ
モ
苗
を
植
え
る

聞
小
学
校
は
５
月
28
日
、
同
小
学

校
裏
の
畑
で
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を

開
き
ま
し
た
。
３
年
生
の
児
童
25
人
と
教
員
、

保
護
者
が
参
加
し
、
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
約
１
、

３
０
０
本
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

開
聞
小
学
校
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
は
、
Ｊ
Ａ

役
職
員
と
生
産
者
で
構
成
す
る
支
所
ふ
れ
あ

い
委
員
会
が
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。
２
０
２

１
年
度
は
株
式
会
社
高
富
物
産
と
南
九
州

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
協
力
し
、
10
月
に
収

穫
し
た
イ
モ
を
使
っ
て
販
売
宣
伝
を
行
う
予

定
で
す
。

　

中
央
経
済
課
の
別
府
課
次
長
は
「
今
年
は

企
業
と
連
携
し
て
行
う
の
で
、
慎
重
な
生
育

管
理
が
必
要
だ
。
学
校
と
連
携
し
て
、
良
い

サ
ツ
マ
イ
モ
作
り
に
努
め
た
い
。」
と
話
し

ま
し
た
。

開

観葉植物を贈呈する中川路常務（右）と受け取る若松校長

JA営農指導員の説明を聞く児童ら

喜入地区の様子山川地区の様子
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དྷ৔ऀʹՖබΛϓϨθϯτ

෺͕ਓׯͷ࢈॓ࢦ
ͨ͠·ΛूΊؾ

　
Ｊ
Ａ
の
産
直
・
生
産
資
材

店
舗
「
あ
っ
ど
！
い
ぶ
す
き
み

の
り
館
」
は
、
５
月
29
日
と

30
日
の
２
日
間
、「
い
ぶ
す
き

旬
祭
り
」
を
開
き
ま
し
た
。

29（
に
く
）の
日
限
定
鹿
児
島

黒
牛
３
割
引
や
指
宿
産
干
物

の
特
売
、
新
鮮
な
農
産
物
の

販
売
を
行
っ
た
ほ
か
、肥
料
・

農
薬
の
日
替
わ
り
セ
ー
ル
や

花
苗
の
無
料
配
布
な
ど
を
行

い
、
多
く
の
来
店
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
６
月
��
日
、Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
お
い
ど
ん
市
場
鹿
児
島
与
次
郎
店
で
、

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
フ
ェ
ア
を
開
き
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
役

職
員
や
Ｊ
Ａ
観
葉
植
物
部
会
の
田
中
喜
巳
部
会
長

ら
生
産
者
が
ブ
ー
ス
を
出
店
。
徳
光
ス
イ
カ
や
サ

ツ
マ
イ
モ
、
オ
ク
ラ
、
観
葉
植
物
な
ど
、Ｊ
Ａ
管

内
の
特
産
品
を
用
意
し
、
鹿
児
島
市
内
の
消
費
者

へ
販
売
宣
伝
し
ま
し
た
。

　
福
吉
組
合
長
は
「
朝
早
く
か
ら
多
く
の
消
費
者

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
る
。
生
産
者

が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
安
心
安
全
な
農
産
物
の
販

売
を
通
し
て
、
産
地
づ
く
り
に
努
め
た
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
２
０
２
１
年
度
、
県
内
��

Ｊ
Ａ
が
お
い
ど
ん
市
場
を
使
い
、
持
ち
回
り
で

フ
ェ
ア
を
行
い
ま
す
。Ｊ
Ａ
ご
と
に
様
々
な
特
産

物
を
用
意
し
、
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

特売セールで消費応援

ѫ͢ࡰΔ෱٢
૊߹௕

༿২෺Λએ఻͢Δాத෦ձ௕؍

お
い
ど
ん
市
場
与
次
郎
館
で

フ
ェ
ア
開
催
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Ｊ
Ａ
山
川
地
区
女
性
部
と
開
聞
地

区
女
性
部
は
５
月
19
日
、
開
聞
総
合

体
育
館
で
第
26
回
女
性
部
通
常
総
会

報
告
会
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
き
ま
し
た
。
女
性
部
員
と
Ｊ
Ａ
役
職

員
約
50
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
女

性
部
総
会
で
承
認
さ
れ
た
２
０
２
０
年

度
の
収
支
決
算
や
、
21
年
度
の
活
動
計

画
を
報
告
後
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
ペ
タ

ン
ク
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
元
気

一
杯
楽
し
く
運
動
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
5
月
1�
日
、Ｊ
Ａ
の

指
宿
研
修
セ
ン
タ
ー
で
女
性
大
学
の
開

講
式
を
開
き
ま
し
た
。女
性
部
員
約

20
人
が
参
加
し
、寄
せ
植
え
を
し
ま
し
た
。

ＪＡ女性部
JA WOMEN'S CLUB

山
川
・
開
聞
地
区

オクラの揚げびたし

オススメレシピ！

・オクラ

・めんつゆ

・豆板醤

・揚げ油

20本

100cc

小さじ1

適量

材
　料

①オクラは洗ってガクを面取りし、水気を
　よくふき取る。

②揚げ鍋に揚げ油を少なめに入れ、色が
　変わるくらいでさっと揚げる。

③めんつゆに豆板醤を混ぜ合わせ、揚げた
　オクラを漬け込む。

作
り
方

オクラの柚子胡椒マリネ

・オクラ
・柚子胡椒
・黒酢
・醤油
・ごま油

20本
小さじ1
大さじ1
大さじ1
大さじ1

材
　料

①オクラを洗ったあと塩摺りし、水洗いして
　ガクを面取りする。

②少し厚めに斜め切りし、柚子胡椒、黒酢、
　醤油、ごま油を混ぜた調味液と混ぜ合わせる。

作
り
方

すぐ食べても美味しいですが、冷蔵庫で
一晩寝かせるともっと美味しくなります！

生活指導員の

個
人
賞
を
受
賞
し
た

（
左
か
ら
）西
川
さ
ん
、

福
留
さ
ん
、鶴
田
さ
ん

˛

女
性
部
つ
ど
い
＆

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

女
性
大
学

開
講
式

শུʣܟਓ৆受৆者ʢݸ
̍Ґɿ௽ాɹլࢠ
̎Ґɿ෱ཹɹϜπϛ
̏Ґɿ੢઒ɹஐܙඒ
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　雨の降る日が減り、本格的に夏を迎えました。今年は全国の
広い範囲で、平年並みか平年よりやや高く、全国的に暑い夏
になると予測されています。熱中症の事故が年々増えている
ように感じるので、安全に気を付けて仕事にあたりたいです。

開聞小学校の児童がサツマイモを植え
ました。当日は雨天でしたが、児童の皆
さんは周りの大人から協力を貰いつつ、
大喜びで苗植えに励んでいました。

表紙
の
写真

Aと株式会社エーコープ鹿
児島が運営する移動販売車

「スーパーなのはな号」が、５月上旬
から運行ルートを見直しました。
　14日、新たに追加された指宿市
山川の利永公民館には、生鮮品や
日用品を買い求め15人の来客者が
集まりました。利用した田中文教さ
ん（66）は「近くの商店が閉まり、買
い物に困っていた。買い物が不便な
地区は増えていると思うので、今後
も継続してほしい。」と語りました。

　移動販売車のルート
見直しは需要への対応
と機能拡充が目的で、
要望が多い集落の追加
や補充店舗に立ち寄り
やすい巡回コースへの
変更で、買い物支援活
動を強化しています。
　上篭購買部長は「移
動販売車は地域から期待されてお
り、巡回を要望する集落が多い。運
行に限りはあるが、今後も利用者が

満足出来るよう、JA県連や行政と
連携を図りたい。」と語りました。

私たちの地域とSDGs
～豊かで明るく暮らせる未来づくりの取り組みを紹介します～

Ｊ

移動販売車で購入する
来客者

移動販売車のルート見直しで買い物需要に対応

お
く
や
み（
敬
称
略
）

（
令
和
３
年
５
月
１
日
〜
５
月
31
日
）

﹇
指
宿
﹈ 

橋
　
口
　
キ
　
ヨ
（
89
）

﹇
山
川
﹈ 

内
　
薗
　
ノ
リ
子
（
87
）

　
　
　 

小
　
川
　
久
　
志
（
92
）

　
　
　 

木
　
村
　
　
　
勇
（
82
）

　
　
　 

徳
　
留
　
隆
　
一
（
60
）

　
　
　 

濵
　
田
　
サ
ミ
エ
（
92
）

﹇
開
聞
﹈ 

中
　
拂
　
幸
　
子
（
68
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）。

お
問
い
合
せ
は・・・

ル
ミ
エ
ー
ル
喜
入
斎
場（
0
9
9
）3
4
3‒

5
0
7
7

ル
ミ
エ
ー
ル
指
宿
斎
場（
0
9
9
3
）2
4‒

5
3
3
2

ル
ミ
エ
ー
ル
山
川
斎
場（
0
9
9
3
）3
4‒

0
2
4
4

ル
ミ
エ
ー
ル
開
聞
斎
場（
0
9
9
3
）3
2‒

4
2
2
2

ル
ミ
エ
ー
ル
え
い
斎
場（
0
9
9
3
）3
6‒

1
2
3
4

辰
野
　
千
鶴
子

一
．四
校
は
統
合
さ
れ
て
一
校
に

わ
が
住
む
街
の
少
子
化
を
知
る

竹
下
　
玲
子

二
．夕
刻
を
告
ぐ
童
謡
が
流
れ
て
来
て

息
子
の
一
言
メ
ー
ル
が
淋
し
さ
癒
す

西
牟
田
　
多
美
子

三
．ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
覚
悟
を
決
め
つ
つ
も

副
反
応
が
脳
裏
に
よ
ぎ
る

荻
原
　
和
代

四
．子
や
孫
と
幾
度
読
み
し
か
こ
の
絵
本

「
は
ら
ぺ
こ
青
虫
」作
者
身
罷
り
ぬ日

高
　
禎
子

五
．あ
じ
さ
い
祭
り
旅
の
便
り
は
庭
先
の

紫
陽
花
み
つ
つ
比
べ
つ
つ
読
む

柚
木
崎
　
イ
ツ
子

六
．毒
々
し
き
翅
に
夕
べ
の
蛾
の
乱
舞

わ
が
犬
槇
の
庭
な
や
ま
せ
る

吉
田
　
知
佐
子

七
．長
男
を
よ
ろ
し
く
と
い
う
賀
状
を

も
ら
い
て
半
年
　
九
十
五
歳
は
逝
く

吉
永
　
多
美
子

八
．梅
ジ
ャ
ム
を
瓶
に
お
さ
め
て
夕
映
え
に

ひ
か
る
琥
珀
の
勲
章
な
ら
ぶ

片
野
田
　
健
一

九
．日
本
一
と
景
を
た
た
え
し
番
所
ヶ
浜

伊
能
忠
敬
の
石
文
を
読
む

片
野
田
　
道
子

十
．と
り
ど
り
の
紫
陽
花
の
色
村
路
地
に

老
い
ゆ
く
わ
れ
の
生
命
た
ぎ
ら
す川

畑
　
信
子

十
一
．南
海
の
も
く
ず
と
な
り
て
消
え
し
兄

遺
影
は
い
ま
だ
凛
々
し
き
青
年川

口
　
節
子

十
二
．中
学
の
数
学
問
わ
れ
い
ど
ま
ん
と

孫
と
図
形
の
答
え
を
合
わ
す

い
ぶ
す
き
短
歌
会

令和３年6月歌会詠草

令
和
３
年
５
月
21
日
、第
４
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

感
動
の
人
柄
葬
を
真
心
こ
め
て

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●
協
議
内
容

•
令
和
２
年
度
末
監
事
監
査
回
答
書
に
つ
い
て

•
業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

•
総
代
選
挙
に
伴
う
選
挙
管
理
者
等
の
選
任
に
つ
い
て

•
遊
休
資
産
の
売
却
に
つ
い
て

•
専
門
委
員
会
設
置
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

•
旅
費
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

•
取
引
先
へ
の
ガ
ス
供
給・消
費
設
備
工
事
に
つ
い
て

●
報
告
事
項

•
第
28
回
通
常
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て

•
地
区
別
座
談
会
に
お
け
る
意
見
要
望
に
つ
い
て

•
日
本
銀
行
の「
地
域
金
融
強
化
の
た
め
の
特
別
当
座
預
金
制

度
」に
つ
い
て

•
人
事
異
動
等
に
伴
う
監
事
監
査
補
助
者
の
変
更
に
つ
い
て

他

令
和
３
年
５
月
25
日
、第
５
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
協
議
内
容

•
役
付
理
事
の
選
出
方
法
に
つ
い
て

•
役
付
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

•
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

•
令
和
３
年
度
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

•
各
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

•
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
子
会
社
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

•
個
人
情
報
保
護
規
程
に
お
け
る
統
括
責
任
者
の
選
任
に
つ
い
て

•
令
和
３
年
度
理
事
会
参
与
の
選
任
つ
い
て

●
報
告
事
項

•
令
和
３
年
度（
６
月
末
）預
託
家
畜
棚
卸
監
査
の
実
施
に
つ
い
て
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■到着時間は運行状況により遅延が生じる場合がございます。
■天候不順・車両整備などにより運行を見合わせる場合がございます。
■到着時間は運行状況により遅延が生じる場合がございます。
■天候不順・車両整備などにより運行を見合わせる場合がございます。



　雨の降る日が減り、本格的に夏を迎えました。今年は全国の
広い範囲で、平年並みか平年よりやや高く、全国的に暑い夏
になると予測されています。熱中症の事故が年々増えている
ように感じるので、安全に気を付けて仕事にあたりたいです。

開聞小学校の児童がサツマイモを植え
ました。当日は雨天でしたが、児童の皆
さんは周りの大人から協力を貰いつつ、
大喜びで苗植えに励んでいました。

表紙
の
写真

Aと株式会社エーコープ鹿
児島が運営する移動販売車

「スーパーなのはな号」が、５月上旬
から運行ルートを見直しました。
　14日、新たに追加された指宿市
山川の利永公民館には、生鮮品や
日用品を買い求め15人の来客者が
集まりました。利用した田中文教さ
ん（66）は「近くの商店が閉まり、買
い物に困っていた。買い物が不便な
地区は増えていると思うので、今後
も継続してほしい。」と語りました。

　移動販売車のルート
見直しは需要への対応
と機能拡充が目的で、
要望が多い集落の追加
や補充店舗に立ち寄り
やすい巡回コースへの
変更で、買い物支援活
動を強化しています。
　上篭購買部長は「移
動販売車は地域から期待されてお
り、巡回を要望する集落が多い。運
行に限りはあるが、今後も利用者が

満足出来るよう、JA県連や行政と
連携を図りたい。」と語りました。

私たちの地域とSDGs
～豊かで明るく暮らせる未来づくりの取り組みを紹介します～

Ｊ

移動販売車で購入する
来客者

移動販売車のルート見直しで買い物需要に対応

お
く
や
み（
敬
称
略
）

（
令
和
３
年
５
月
１
日
〜
５
月
31
日
）

﹇
指
宿
﹈ 
橋
　
口
　
キ
　
ヨ
（
89
）

﹇
山
川
﹈ 

内
　
薗
　
ノ
リ
子
（
87
）

　
　
　 

小
　
川
　
久
　
志
（
92
）

　
　
　 

木
　
村
　
　
　
勇
（
82
）

　
　
　 

徳
　
留
　
隆
　
一
（
60
）

　
　
　 

濵
　
田
　
サ
ミ
エ
（
92
）

﹇
開
聞
﹈ 

中
　
拂
　
幸
　
子
（
68
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
承
諾
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）。

お
問
い
合
せ
は・・・

ル
ミ
エ
ー
ル
喜
入
斎
場（
0
9
9
）3
4
3‒

5
0
7
7

ル
ミ
エ
ー
ル
指
宿
斎
場（
0
9
9
3
）2
4‒

5
3
3
2

ル
ミ
エ
ー
ル
山
川
斎
場（
0
9
9
3
）3
4‒

0
2
4
4

ル
ミ
エ
ー
ル
開
聞
斎
場（
0
9
9
3
）3
2‒

4
2
2
2

ル
ミ
エ
ー
ル
え
い
斎
場（
0
9
9
3
）3
6‒

1
2
3
4

IBUSUKI TOPIC

辰
野
　
千
鶴
子

一
．四
校
は
統
合
さ
れ
て
一
校
に

わ
が
住
む
街
の
少
子
化
を
知
る

竹
下
　
玲
子

二
．夕
刻
を
告
ぐ
童
謡
が
流
れ
て
来
て

息
子
の
一
言
メ
ー
ル
が
淋
し
さ
癒
す

西
牟
田
　
多
美
子

三
．ワ
ク
チ
ン
を
受
け
る
覚
悟
を
決
め
つ
つ
も

副
反
応
が
脳
裏
に
よ
ぎ
る

荻
原
　
和
代

四
．子
や
孫
と
幾
度
読
み
し
か
こ
の
絵
本

「
は
ら
ぺ
こ
青
虫
」作
者
身
罷
り
ぬ日

高
　
禎
子

五
．あ
じ
さ
い
祭
り
旅
の
便
り
は
庭
先
の

紫
陽
花
み
つ
つ
比
べ
つ
つ
読
む

柚
木
崎
　
イ
ツ
子

六
．毒
々
し
き
翅
に
夕
べ
の
蛾
の
乱
舞

わ
が
犬
槇
の
庭
な
や
ま
せ
る

吉
田
　
知
佐
子

七
．長
男
を
よ
ろ
し
く
と
い
う
賀
状
を

も
ら
い
て
半
年
　
九
十
五
歳
は
逝
く

吉
永
　
多
美
子

八
．梅
ジ
ャ
ム
を
瓶
に
お
さ
め
て
夕
映
え
に

ひ
か
る
琥
珀
の
勲
章
な
ら
ぶ

片
野
田
　
健
一

九
．日
本
一
と
景
を
た
た
え
し
番
所
ヶ
浜

伊
能
忠
敬
の
石
文
を
読
む

片
野
田
　
道
子

十
．と
り
ど
り
の
紫
陽
花
の
色
村
路
地
に

老
い
ゆ
く
わ
れ
の
生
命
た
ぎ
ら
す川

畑
　
信
子

十
一
．南
海
の
も
く
ず
と
な
り
て
消
え
し
兄

遺
影
は
い
ま
だ
凛
々
し
き
青
年川

口
　
節
子

十
二
．中
学
の
数
学
問
わ
れ
い
ど
ま
ん
と

孫
と
図
形
の
答
え
を
合
わ
す

い
ぶ
す
き
短
歌
会

令和３年6月歌会詠草

令
和
３
年
５
月
21
日
、第
４
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

感
動
の
人
柄
葬
を
真
心
こ
め
て

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

●
協
議
内
容

•
令
和
２
年
度
末
監
事
監
査
回
答
書
に
つ
い
て

•
業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

•
総
代
選
挙
に
伴
う
選
挙
管
理
者
等
の
選
任
に
つ
い
て

•
遊
休
資
産
の
売
却
に
つ
い
て

•
専
門
委
員
会
設
置
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

•
旅
費
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

•
取
引
先
へ
の
ガ
ス
供
給・消
費
設
備
工
事
に
つ
い
て

●
報
告
事
項

•
第
28
回
通
常
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て

•
地
区
別
座
談
会
に
お
け
る
意
見
要
望
に
つ
い
て

•
日
本
銀
行
の「
地
域
金
融
強
化
の
た
め
の
特
別
当
座
預
金
制

度
」に
つ
い
て

•
人
事
異
動
等
に
伴
う
監
事
監
査
補
助
者
の
変
更
に
つ
い
て

他

令
和
３
年
５
月
25
日
、第
５
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
通
り
協
議
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●
協
議
内
容

•
役
付
理
事
の
選
出
方
法
に
つ
い
て

•
役
付
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

•
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

•
令
和
３
年
度
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

•
各
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

•
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
子
会
社
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

•
個
人
情
報
保
護
規
程
に
お
け
る
統
括
責
任
者
の
選
任
に
つ
い
て

•
令
和
３
年
度
理
事
会
参
与
の
選
任
つ
い
て

●
報
告
事
項

•
令
和
３
年
度（
６
月
末
）預
託
家
畜
棚
卸
監
査
の
実
施
に
つ
い
て
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■到着時間は運行状況により遅延が生じる場合がございます。
■天候不順・車両整備などにより運行を見合わせる場合がございます。
■到着時間は運行状況により遅延が生じる場合がございます。
■天候不順・車両整備などにより運行を見合わせる場合がございます。
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TEL 0993-35-3411　
http://ja-ibusuki.or.jp
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HPは
こちら
から!

JAいぶすきJAいぶすき

オ
ク
ラ
ス
タ
ー
を

よ
ろ
し
く
!

地域の児童が農作業を体験
第28回
通常総代会開催


